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たのしかったねゆうすず軸がい

7月15日、南部保育園で、‘iゆうすずみかい”がありました。

オープニングでは、法被を着たかわいらしい園児たちが、それぞ

れの組で作ったみこしをかついで園のまわりを一周しました。園庭

には、園児や職員による手作りおもちゃや保護者による飲食コーナー

などの夜店もたくさんあって、大にぎわい。暗くなってからは、盆

踊りや花火も行われ、園児たちは大喜びのようでした。毎年この●●

ゆうすずみかい”には、卒園生や近所の人たちもたくさん訪れ、子

どもから大人まで楽しめる催しとして喜ばれています。
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歳入の内訳 �、麗㌔会計54億751万円 歳入とは、1年間に町に入るお金、収入のこと 
地方譲与税　　　　　　　9500万円 

地方交付税16億1927万円　使用料及び手叡精　　　7198万円 

町税　　　15億4332万円　分担金及び負担金　　　5795万円 

国庫支出金　6億2711万円　縁越金　　　　　　　　5000万円 �です。蔵人は、皆さんが納める住民税や固定資産 

繰入金　　　5億3604万円　自動車取得税交付金　　　4500万円 �税といった町税など、町でまかなう自主財源と、 

県支出金　　2億的乃万円　ゴルフ場利用税交付金　　3500万円 �地方交付税や国や県から交付される支出金、町の 

町償　　　　2億4790万円　利子割交付金　　　　　　3000万円 �借金である町億など国や県の財源に頼る依存財源 

諸収入　　1億　57万円　交通安全対策特別交付金　300万円 �とがあります。 

財産収入　　　鮪40万円　特別地方消費税交付金　　　20万円 

その他 �蔵書般会計54億751万円 歳出とは、1年間に町が使うお金、支出のこと 
20．1％　　　　　　地方交付税 

驚念18固　29・9％ 国庫支出金 
です。町づくりの一環として、舎魔股の整備や農 

11・6％　　　町　税 �業振興事業に使われます。それら使われる目的に 

28．5％ �よって、総務費や展林水産業費、土木費など14項 目に分けられます。 

I′言‾

！
平
成
7
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度
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成
7
年
度
予
算
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般
会
計
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5
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円

l
　
　
　
平
成
1
年
度
の
一
般
会
計
予
算
が
六

月
議
会
で
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
今

年
、
町
長
選
が
行
わ
れ
た
た
め
当
初
予

算
が
骨
格
予
算
だ
っ
た
た
め
で
す
。
予

算
総
額
は
五
十
四
億
七
百
五
十
一
万
円

と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
に
比
べ
二

一
・
〇
七
％
、
金
額
に
し
て
十
四
億
四

千
三
百
三
十
八
万
円
の
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
収
入
は
、
町
の
農
業

の
振
興
や
、
福
祉
事
業
、
交
流
事
業
な

ど
自
然
と
調
和
し
た
町
づ
く
り
を
め
ざ

し
た
様
ざ
ま
な
事
業
に
使
わ
れ
ま
す
。

町
の
歳
入
は
、
町
税
や
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
町
が
自
ら
確
保
で
き
る
自
主

財
源
と
地
方
交
付
税
や
図
・
県
か
ら
の

支
出
金
、
町
債
（
借
入
金
）
　
な
ど
他
か

ら
確
保
す
る
依
存
財
源
と
で
成
り
立
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
依
存
財
源
の

比
率
が
五
十
四
・
六
％
と
な
っ
て
い
ま

す。
歳
入
の
中
で
、
殿
も
大
き
な
割
合
を

占
め
て
い
る
の
が
、
地
方
交
付
税
で
す
。

地
方
交
付
税
と
並
び
、
大
き
な
収
入

源
と
な
っ
て
い
る
の
か
町
税
で
、
前
年

度
よ
り
一
・
四
％
増
の
十
五
億
四
千
三

百
三
十
二
万
の
収
入
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
税
に
は
主
な
も
の
と
し
て
、
町

民
税
（
個
人
・
法
人
）
　
と
固
定
資
産
税

が
あ
り
、
こ
の
2
つ
で
町
税
全
体
の
九

三
・
九
％
を
占
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
財
源
の
不
足
を
補
う
た

め
に
町
儀
の
償
還
に
あ
て
る
減
債
基
金

な
ど
を
取
り
崩
し
て
、
五
億
三
千
六
百

万
円
繰
り
入
れ
　
（
繰
入
金
）
　
で
収
入
を

補
い
ま
す
。

ま
た
、
町
が
国
や
銀
行
か
ら
お
金
を

借
り
入
れ
る
町
僻
は
、
昨
年
に
比
べ
八

二
％
減
の
二
億
四
千
七
百
九
十
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
昨
年
町
億

の
多
く
を
占
め
て
い
た
、
ふ
れ
あ
い
の

里
の
建
設
穀
が
今
年
は
ふ
れ
あ
い
の
セ

ン
タ
ー
の
完
成
の
た
め
計
上
さ
れ
て
な

か
っ
た
か
ら
で
す
。

国
か
ら
町
に
交
付
さ
れ
る
国
庫
支
出

金
は
、
六
億
二
千
七
百
十
一
万
円
で
、

昨
年
に
比
べ
二
六
％
滅
、
金
額
に
し
て

二
億
千
九
百
七
十
七
万
円
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。



歳出の内訳 
土木費　13億1152万円　　　犠会費　　　　1億1645万円 

民生費　11億1420万円　　　農林水産業費　1億1529万円 

総務費　　8億2555万円　　　話支出金　　　　　　2800万円 

教育費　　6億9951万円　　　予備費　　　　　　　2000万円 

衛生費　　5億316万円　　　商工費　　　　　　1236万円 

公債質　　4億5336万円　　　労働費　　　　　　　529万円 

消防費　　2億　83万円　　　災害復旧費　　　　　200万円 

その他　i 

公債費　9・2％i∵；∴堂恭寅i＿ 

経費8“4％　　　　i鶉酪詰 
9・空音漢醸＿ 

黒∴　∴∴一∴ 
宣言主 

平成7年度の 
100 ●　：」」： 

国土木費国 
住宅地区改良事業黄 

3倍9242万5000円 

道路維持修理費 

1億7261万1000円 

用悪水路維持黄 

8269万7000円 

街路事業費　　　　　　9932万1000円 

特定防衛施設周辺整備費 

1億1200万3000円 

交通安全施設整備事業費 

1億438万8000円 

公園黄　　　　　　　　　4248万5000円 

田民生費田 
社会福祉費　　　　　7億4548万1000円 

老人福祉費　　　　　3億3228万2000円 

児童福祉費　　　　　2億6411万7000円 

障害福祉費　　　　　　1983万5000円 

ふれあいの里事業費　　3048万5000円 

国民年金事務取扱質　　1552万1000円 

街灯寅　　　　　　　　　426万7000円 

国籍殺害酷 
有線放送事業費－　　　　3447万5000円 

選挙寅　　　　　　　　1365万3000円 

棟数百害醒 
小学校大規模改造事業費 

1億596万7000円 

文化ふれあい事業費　　　　　426万円 

尾崎天神遺跡発掘調査黄 

399万5000円 

島津丸山古墳群発掘悶査費 

266万7000円 

露衛生要田 
老人保健事業費　　　　2813万9000円 

環境衛生費　　　　　　　　1646万円 

健康づくり推進費　　　1470万5000円 

案

活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
る

新
・
生
活
都
市

今
年
度
の
歳
出
の
う
ち
、
最
も
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
の
が
土
木
費

で
、
十
三
億
千
百
五
十
二
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昨
年
に
続
き
、
道
路
維
持

修
理
費
や
整
備
費
、
住
宅
改
良
事
業
費

等
の
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
土
木

費
に
次
い
で
大
き
な
割
合
を
占
め
る
民

生
費
は
、
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
事
業
・

管
理
費
や
「
高
齢
者
福
祉
」
　
「
障
害
者

福
祉
」
等
に
当
て
ら
れ
る
費
用
で
、
十

一
億
千
四
百
二
十
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
議
会
費
は
議
員
の
報
酬
を
は
じ

め
議
会
の
運
営
に
必
要
な
経
費
で
す
。

健
康
づ
く
り
の
推
進
や
、
老
人
保
健
の

事
業
費
等
に
使
わ
れ
る
衛
生
費
は
、
五

億
三
百
十
六
万
円
を
計
上
。
ま
た
衛
生

費
に
含
ま
れ
る
清
掃
費
は
、
三
億
八
千

九
十
二
万
七
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
く
ら
し
の
中
で
排
出
さ
れ
る

ゴ
ミ
、
あ
る
い
は
危
険
物
の
収
集
の
経

費
に
あ
て
ら
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
小
中
学
校
の
施
設
整
備

等
に
当
て
ら
れ
る
教
育
費
に
は
六
億
九

千
九
百
五
十
一
万
千
円
、
農
業
振
興
や

水
利
施
設
管
理
な
ど
に
当
て
ら
れ
る
農

林
水
産
業
費
は
、
一
億
千
五
百
二
十
九

万
三
千
円
、
ま
た
借
入
金
の
返
済
に
当

た
る
公
債
費
は
、
四
億
五
千
三
百
三
十

六
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。



すぐにできる家庭での節水対策

●家庭での水の使い道●
（国土庁調査）

I′言

●台　所●
蛇口は、こまめに閏関する。野菜や食器を洗うときは、容器に水をた
めて洗う。また、油で汚れた食昌などは、頴やキッチン・ペーパーで
拭き取ってから洗う。4人家族なら、一日約650の節水になります。

●歯磨き●
歯磨きは、コップ3杯分、約0．61の水ですみます。歯を磨くときに
水を流しっぱなしにしない。水道水を1分間流し続けると、約6いこ
もなります。

●洗　濯●
洗濯は、風呂の残り湯を使う。工夫すれば言00のまとの水ですみます。
流しっぱなしでは、2401以上の水を使うことになるのです。

●ふ　ろ●
家庭用の浴槽は、小さいものでも約2001の水か入ります。風呂の残
り湯は捨てずに洗濯や掃除、種木や庭の水まきなどに使う。入浴中は、
シャワーを出しっぱなしにしない。

●洗　車●
洗車をするときは、バケツを使う。たった4－5杯の水できれいにな
ります。ホースの流し洗いだと、バケツで30杯以上の水がめ要です。

●トイレ●
家庭で使う水の18％は、トイレです。必要以上に水を使わないように
しましよう。タンクの中に水が入った瓶などを入れると容器内にたま
る水の昌が少なくなり経済的です。

考
え
よ
う
水
の
あ
る
童
が
蛤
暮
ら
し
の
大
切
さ

地
球
上
の
水
の
約
9
7
％
は
海
水
で
す
。
淡
水
は
わ
ず
か
3
％
、
さ
ら
に
、
人
間
が
利
用
で
き

る
水
は
0
・
8
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
人
間
が
使
え
る
水
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
し
か
な
い
の
で

す
。
遠
い
昔
か
ら
、
生
命
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
水
は
、
地
球
上
の
す
べ
て
の
生
命
に
と
っ
て
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
水
の
大
切
さ
に
つ
い
て
も
う
一
度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

平
成
六
年
は
、
全
国
的
に
雨
が
極
端

に
少
な
か
っ
た
う
え
に
、
記
録
的
な
猛

暑
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
各
地
で

ダ
ム
が
枯
れ
、
河
川
の
取
水
制
限
や
給

水
制
限
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。
福
岡
県

で
の
給
水
制
限
は
、
夏
場
を
過
ぎ
で
も

続
き
、
昭
和
五
十
三
年
の
大
渇
水
の
と

き
の
記
録
（
二
百
八
十
七
日
）
を
越
え
、

平
成
七
年
五
月
末
ま
で
続
き
ま
し
た
。

多
か
れ
少
な
か
れ
、
こ
の
よ
う
な
状
況

を
体
験
し
た
わ
た
し
た
ち
は
、
改
め
て

水
の
大
切
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
常
私
た
ち
が
必
要
と
す
る
生
活
用

水
の
丑
は
、
ロ
に
入
る
も
の
も
含
め
て
、

一
人
当
た
り
一
日
約
二
百
リ
ッ
ト
ル
で

す
。
こ
れ
は
、
お
ふ
ろ
の
浴
槽
一
杯
分

と
ほ
ぼ
同
じ
量
で
す
か
ら
、
決
し
て
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
生
活
用
水

の
使
用
料
は
、
年
々
増
え
続
け
て
い
る

の
で
す
。
こ
れ
は
、
核
家
族
化
で
世
帯

数
が
増
え
た
こ
と
、
シ
ャ
ワ
ー
の
普
及

な
ど
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
が
要

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
全
国
の
い
た
る
と
こ
ろ

で
渇
水
や
給
水
馴
隈
な
ど
が
行
わ
れ
て

い
る
の
が
現
状
で
す
。
特
に
沖
縄
県
や

福
岡
県
な
ど
、
県
内
に
水
源
と
な
る
大

き
な
河
川
が
な
い
県
は
、
事
態
は
深
刻

で
す
。
「
水
は
無
尽
蔵
に
あ
る
」
と
い

う
考
え
を
一
人
一
人
が
見
直
し
、
「
限

ら
れ
た
資
源
」
で
あ
る
と
再
認
識
し
た

い
も
の
で
す
。

変
わ
っ
て
き
た
水
を

使
う
と
き
の
意
識

総
理
府
が
平
成
六
年
九
月
に
、
全
国

の
二
十
歳
以
上
の
人
約
二
千
人
を
対
象

に
実
施
し
た
「
人
と
水
と
の
か
か
わ
り

に
関
す
る
世
論
調
査
」
で
は
、
次
の
よ

う
な
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

「
ふ
だ
ん
ど
の
よ
う
な
水
の
使
い
方

を
し
て
い
る
か
」
と
い
う
問
い
に
対
し

て
は
、
「
豊
富
に
使
っ
て
い
る
」
と
答

え
た
人
は
約
三
五
％
、
「
節
水
し
て
い

る
」
と
答
え
た
人
が
約
六
〇
％
で
し
た
。

こ
れ
を
昭
和
六
十
一
年
の
調
査
結
果
と

比
べ
る
と
、
前
者
の
割
合
が
減
っ
て
い

る
の
に
対
し
、
後
者
は
約
九
％
も
増
え

て
い
ま
す
。
都
市
規
模
で
み
る
と
、
節

水
し
て
い
る
と
答
え
た
人
の
割
合
は
特

に
大
都
市
で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
と
し
て
、
「
家
計
に
ひ
び
く
」

な
ど
の
個
人
的
な
も
の
は
減
り
、
「
節

水
の
呼
び
か
け
が
あ
る
か
ら
」
や
「
水

は
限
ら
れ
た
資
源
で
大
切
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
か
ら
」
と
い
っ
た
理
由
を

挙
げ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
水
を
使
う
私
た
ち
の

意
識
も
だ
ん
だ
ん
と
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
水
は
必
要
な
量
だ
け
使
い
、
無

駄
な
水
は
使
わ
な
い
習
慣
を
身
に
つ
け

ま
し
ょ
う
。



●水越事故の場所別発生件数（平成6年）

1．海・i…………・648件（54％）

2．河lii　　　…・284件（24％）

3．湖・沼・池　…　96件（8％）

●水練事故の行告別発生件数（平成6年）

1．水泳中・…・・i・．・511件（43％）

2．水遊び・…・・154件（13％）

3．魚捕り・釣り142件（12％）

警察庁調べ

泳ぎに自信のあった3人が岸に泳いで帰ろうとしておぼれて死亡。 

静岡県　海岸の波打ち際で水遊びをしていた7歳の子どもと母親が、 
波にさらわれ死亡。この日、海は台風が接近していたこともあって 
荒れており、2－3メートルの馬渡が発生していた。 

千二　　三∴∴：∴「∴∴∴ 
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●列車妨害はやめましょう！

線路に置石をしたり、非常ボタンをイタス

ラしたりすると非常に危険です。又、損害

賠償も発生することがあります。列車妨害

は絶対にやめましょう。

JR九州　遠賀川駅からのお願い

●踏切では次のことを守りましょう！

1．踏切の向かい側に自分のスペースができてから

発進しましょう。

2．必ず一一日止まって左右を確認しましょう。

3．警報機が鳴りだしたら踏切には入らない。

4．列車が行っても反対列車が来ることがあります。

警報機が鳴りやんでから渡りましょう。

●踏切内で車が閉じ込められたとき

あわです車をゆっくり前進させてください。

そのまま前進するとポールは上がります。

●踏切内で車が動けなくなったとき

ます列車を止めてください。

1．踏切非常ボタンを押す。

2．発煙筒で合図する。

※踏切非常ボタンを使用した場合は近くの駅に必ず

連絡してください。

ヽ

ふ
と
し
た
油
断
が
招
く
水
の
事
故

海
に
山
に
と
、
レ
ジ
ャ
ー
熱
高
ま
る
夏
の
到
来
。

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
た
い
の
か
水
護
事
故
。

子
ど
も
が
海
で
お
ぼ
れ
た
り
、
波
に
さ
ら
わ
れ
た
り
・
・
・

な
ぜ
こ
ん
な
事
故
が
起
こ
っ
て
し
ま
う
の
か
、
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
年
、
夏
に
な
る
と
水
難
事
故
が
ふ

え
ま
す
。
「
海
で
泳
い
で
い
て
深
み
に

は
ま
っ
た
」
「
川
原
で
遊
ん
で
い
て
誤
っ

て
川
に
落
ち
た
」
な
ど
を
は
じ
め
、
最

近
で
は
マ
リ
ン
レ
ジ
ャ
ー
が
普
及
し
て

き
た
こ
と
か
ら
「
運
転
ミ
ス
で
水
上
バ

イ
ク
か
ら
海
に
投
げ
出
さ
れ
た
」
と

い
っ
た
も
の
ま
で
あ
り
ま
す
。
去
年
、

六
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
発
生
し
た
水

難
事
故
の
件
数
は
約
千
二
百
件
。
一
昨

年
に
比
べ
十
二
％
増
、
特
に
子
ど
も
の

水
難
事
故
が
急
増
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
ど
う
い
っ
た
状
況
で
、
こ

れ
ら
千
二
百
件
も
の
事
故
が
起
き
た
の

か
を
探
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
水
難
事
故
が
、
ど
こ
で
一

番
多
く
起
き
た
の
か
（
場
所
別
）
、
ま
た
、

何
を
し
て
い
て
発
生
し
た
の
か
　
（
行
為

別
）
　
を
表
し
た
も
の
で
す
。
事
故
の
発

生
場
所
で
一
番
多
い
の
は
、
や
は
り
海
。

全
体
の
半
分
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
方
、
行
為
別
に
み
る
と
、
「
水
泳
中
」

が
ト
ッ
プ
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
か
ら
、
「
海
ま
た

は
川
」
　
で
、
「
泳
ぐ
か
水
遊
び
を
し
て

い
る
」
と
き
に
気
を
つ
け
て
さ
え
い
れ

ば
、
事
故
の
大
半
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き

ます。で
は
ど
ん
な
点
に
注
意
す
れ
ば
い
い

の
か
を
次
に
挙
げ
ま
す
の
で
こ
れ
ら
の

こ
と
を
し
っ
か
り
と
守
り
、
水
の
事
故

を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

●
遊
泳
指
定
か
所
以
外
で
は
泳
い
だ
り

水
遊
び
を
し
な
い
　
（
海
）

●
潮
流
の
速
い
所
、
深
み
の
あ
る
所
な

ど
を
地
元
の
人
に
聞
い
て
お
く
（
海
）

●
波
の
高
い
と
き
は
、
た
と
え
波
打
ち

際
で
も
近
づ
か
な
い
　
（
海
）

●
水
に
入
る
と
き
は
、
子
と
も
た
ち
だ

け
で
な
く
大
人
も
一
緒
に
（
海
・
川
）

●
泳
ぐ
前
に
は
準
備
運
動
を
（
海
・
川
）

●
飲
酒
後
は
泳
が
な
い
　
（
海
・
川
）

●
子
と
も
だ
け
で
遊
び
に
行
か
せ
る
の

は
極
力
避
け
る
　
（
川
・
湖
・
沼
・
池

など）

●
子
ど
も
の
行
動
範
囲
内
に
危
険
な
所

が
あ
る
か
な
い
か
把
握
し
て
お
く

（
沼
・
池
・
用
水
堀
な
ど
）



◆全国大会出場を決めた

浅木ジュニアのみなさん

鴇の㊧㊧9線

浅水ジュニア　9年ぶり全国大会へ

馬竹ジェニデカ州大会にアベック餌場

7月7日にバレーボールクラブの浅木ジュニア

女子、島門ジュニア男子・女子チームがいっしょ

に役場を訪れ、町長に全国大会、九州大会出場の

報告を行いました。

先日行われた第15回全日本小学生ハレーポール

榊　三三きく1　大会の県予選で、浅木ジュニア女子は見事優勝、
8月11日から東京で行われる全国大会に出場しま

圏

崎事イ　　す0
監督の落克則さんは、「優勝を狙います。」とキ

パリ。全国大会では浅水ジュニアの大活躍が見ら

れそうですね。

また、島門ジュニア男子は同大会で壁優勝、女

子は第3位となり、九州大会にアベック出場しま

す。監督の宮原征四郎さんは、「アベック優勝を

狙います。」と九州大会に向けでの抱負を語って

くれました。

◆九州大会に出場する島門ジュニアのみなさん◆

お互いの入館を醸しよう

遠賀鋤励勅励磁諮清貧

7月1日に遠賀中央公民館で、長野県同和

教育推進協議会顧問　中山英一さんを講師に

迎えて、同和問題謝演会が行われました。会

場にはたくさんの人たちが訪れ、講師の話を

熱心に聞いていました。

中山さんは話の中で、一人ひとりが生命を

大切にし、お互いの人権を尊重する鵜袖を身

につけ、自分自身の人生を強く明るく生きぬ

く力を持つ人間になることが、同和問題の解

決につながるとおっしゃっていました。

同和問題啓発強調月間講演 ����∠ゝ エ＝ 

t li、 � �∴柚子 � � 

「～「 」＿＿」 
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華厨に男紐に・・・夏の崩田

老健の山笠

7月16日に老良地区で山笠がありました。

白い法被に鉢巻きをしめた、子どもからお

年寄りまでの区民のみなさんは、気勢を上

げて老良神社前をスタートし、わっしょい、

わっしょいと掛け声をあげながら山笠を元

気良くひき、地区内を駆けめぐりました。

この祇園山笠は、江戸時代から行われて

いる伝統行事で、今も地域の人たちに受け

継がれています。
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潮　†子ミントン大会
7月2日に、遠賀勤労者体育センターで、55

人が参加して遠賀町バトミントン大会が行わ

れました。結果は次のとおりです。各クラス

優勝者のみ（敬称略）

男子ダブルスA級　板橋

男子ダブルスB級　太田

女子ダブルスA級　大山

女子ダブルスB級　高良

女子ダブルスC級　橋口

混合ダブルスA級　板橋

混合ダブルスB級　山崎

和洋・山口　美広

富雄・樋口　一己
一子・江口　和子

千鶴・山口　秀子
雅子・水上　静代

和洋・小関英知代
一説・園田　亜紀

に　金　　雨季　　ゆ夏　　羽大　　一軽　　　　　　か　　旅　　紫　　白　　豆 
濡柑　　ま　く　　く　山　　か両　　人や �子 �る　　終　　陽　　靴　　を ��亨　俳 
れ　の　　つ　る　　鳥　の　　る　の　　の　か ��が　　え　　花　　の　　剣 
い　つ　　す　と　　の　緑　　が降　　翔　に ��る　　し　　の　　子　　く 
つ　ぶ　　ぐ色　　声殴　　る　り　　排エ ��と　　妻　　と　　が　　心 
友　ら　　に　づ　　間　し　　と　し　　楽　イ ��大　　と　　き　　大　　も 
の　な　　降　き　　く　き　　乗用　　しト ��工　　夕　　は　　将　　肩 � �短句 歌 
庭　る　　り　て　　　　屠　　る　面　　み　ピ ��降　　べ　　紫　　で　　も 
の　実　　か　い　　　　根　　　　の　　てi河 ��り　　の　　陽　　あ　　抜 
辺の　　か　る　　　　を　　　　流　　おト　中 ��来　　柏　　花　　り　　い 

河　　鑑三　り　枇吉　　越大　　木－　り　の ��玉　る　縄餅岩　は秀　に小　で 
原　　や浦　い杷聞　　え　場　　に　田　　嶋靖 ��野踊手　　萩　と　野　け野　を　事　‘ 
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くらしの � 
〃19劇r相聞Ⅳ鋤）細胞冒動議 �八丁 

情報 � 

馨 
納　税 

町　県　民　税（2期） 
国民健康保険税（2期） 

8月16日から8月31日まで 

役場293－1234 

中央公民績 

厩かピーだより 

●鼠転作呂 

ちぎ〇線 

●表示調面 

8月26日（土）まで 

8月15日（火）

午後6時～10時

●ところ

遠賀町役場横

西川河IIi敦
（雨天中止）

伝統を受け継ぎ、liiを汚
染から守るために精霊流し
を行います。

当日は飲食物の簸亮をい
たします。

●問い合わせ　遼賀町商工会

℡293－016　5

世捌重久平和への斬り

違背町では、戦没者・原爆死没
者のめい福と平和への祈りをこめ

て、次の日時に30秒間サイレンを
一斉に鳴らします。

●8月15日の正午から

平成7年6月分

救急遠賀町　　　　26件

郡　内　　154件

火災遠賀町　　　1件

都　内　　　　6件

9
か
月
児
健
康
診
蓋
と
わ
ん
ぱ
く
教
室
が
あ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
は
保
健
衛
生
係

9
か
月
児
健
康
診
査

●
と
き
　
8
月
1
7
日
　
（
木
）
午
後
1
時

1
0
分
－
1
時
4
0
分

●
対
象
　
生
後
8
か
月
～
1
0
か
月
児

（
平
成
6
年
1
0
月
か
ら
1
2
月
生
ま
れ

の
乳
児
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
健
康
診
査
票

●
料
金
　
無
料

※
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す
。わ

ん
ぱ
く
教
室

●
と
き
　
8
月
2
9
日
　
（
火
）
　
▽
0
才
児

午
前
9
時
1
5
分
～
9
時
0
0
分
　
▽
1

歳
児
以
上
　
午
前
9
時
5
0
分
～
1
0
時

●
対
象
　
生
後
3
か
月
～
就
学
前
の
乳

幼
児

●
と
こ
ろ
　
遼
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー

●
内
容
　
保
母
さ
ん
と
の
お
遊
び
、
言

語
訓
練
士
に
よ
る
言
葉
の
相
談
（
予

約
制
）
、
育
児
交
流
、
お
や
つ
と
離

乳
食
の
紹
介
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
水
筒
、
タ
オ
ル

●
そ
の
他
　
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い

●
料
金
　
無
料

特
別
弔
慰
金
を
支
給
し

ま
す

戦
没
者
遺
族
の
人
が
対
象

国
で
は
、
戦
後
五
十
周
年
に
あ
た
り
、

戦
没
者
等
の
遺
族
の
人
に
対
し
て
、
改

め
て
弔
意
の
意
を
表
す
た
め
に
特
別
弔

慰
金
を
支
給
し
ま
す
。

●
支
給
の
条
件
　
満
州
事
変
　
（
昭
和
6

年
9
月
1
8
日
）
　
以
後
の
戦
没
者
等
の

遺
族
の
人
で
す
が
、
平
成
1
年
4
月

1
日
現
在
に
お
い
て
公
務
扶
助
料
、

遺
族
年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な
い

場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

●
支
給
の
対
象
者
　
次
の
遺
族
の
う

ち
、
枝
も
順
位
が
先
の
方
お
一
人
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
順
位
は
か
っ
こ
数

字
の
順
、
聞
、
㈲
に
つ
い
て
は
丸
数

字
順

㈲
平
成
1
年
4
月
1
日
ま
で
に
弔
慰
金

（
遺
族
国
庫
債
券
）
　
の
受
給
権
を
取

得
し
た
人

㈲
戦
没
者
の
子

㈲
戦
没
者
等
と
生
計
を
と
も
に
し
て
い

た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄
弟
姉

妹
（
婚
姻
、
饗
子
縁
組
に
よ
り
平
成

1
年
4
月
1
日
に
氏
が
変
わ
っ
て
い

る
人
は
除
か
れ
ま
す
。
）

㈲
∴
㈲
以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

㈲
∴
小
か
ら
㈲
以
外
の
三
親
等
内
の
親

族
　
（
戦
没
者
等
の
死
亡
ま
で
引
き
続

い
て
一
年
以
上
生
計
を
と
も
に
し
て

い
た
人
に
限
り
ま
す
。
）

●
請
求
の
期
限
　
平
成
1
0
年
3
月
3
1
日

●
問
い
合
わ
せ
及
び
受
付
窓
口
　
役
場

福
祉
課
福
祉
係

「
が
ん
征
圧
の
集
い
」

が
あ
り
ま
す

㈱
福
岡
県
対
ガ
ン
協
会

●
と
き
　
9
月
2
日
　
（
土
）
　
午
後
1
時

－
4
時
1
0
分

●
と
こ
ろ
　
明
治
生
命
ホ
ー
ル
　
福
岡

市
博
多
区
中
州
五
丁
目
六
－
二
〇

●
内
容
　
請
演
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
手
話
通
訳
つ
き
）

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
先
　
（
財
）
　
福
岡
県
対

ガ
ン
協
会

℡
0
9
2
　
（
2
8
1
）
　
2
3
8
1



サンドアートに
挑戦しませんか

●とき　8月27日（日）午前10時から

午後1時まで

●ところ　芦屋海水浴場

●参加資格　3人以上1組（年齢制限

なし）

●表彰　グランプリ＝貸金5万円準グ

ランプリ＝賞金3万円、その他特別

賞、参加賞あり
●申し込み　8月21日（月）までに芦

屋町観光協会へ寵話でどうぞ。℡

（221）1001

●その他　8月24日から31日まで高さ

約8メートルの巨大砂像を11基展示

します。

†

‾－●ら・、＼

（
特
別
）
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
－
提
出
は
お
早
め
に

8
月
2
5
日
ま
で
に
福
祉
課
福
祉
係
へ

（
特
別
）
　
児
童
扶
蕃
手
当
の
現
況
届

の
提
出
は
8
月
日
日
　
（
金
）
　
か
ら
2
5
日

（
金
）
　
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
届
け

出
を
忘
れ
る
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
手

当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
際
は
、
証
書
（
手
帳
）
　
と
印

鑑
を
お
忘
れ
な
く
。
な
お
、
今
年
の
1

月
2
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
前

住
所
地
で
の
所
得
証
明
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

●
特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
2
0
歳
未
満

の
身
体
に
障
害
の
あ
る
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
父
母
ま
た
は
、
養
育
者
に
対
し

〓
疋
の
用
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
児
童
扶
養
手
当
は
、
父
親
の
い
な
い

1
8
歳
未
満
の
児
童
　
（
父
親
が
重
度
の
障

害
者
の
場
合
を
含
む
。
た
だ
し
、
児
童

が
公
的
年
金
の
加
算
対
象
と
な
っ
て
い

る
場
合
を
除
く
）
　
の
母
親
や
母
親
に
代

わ
っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人

に
対
し
一
定
の
用
件
が
満
た
さ
れ
れ
ば

支
給
さ
れ
ま
す
。

児
喜
藤
震
手
当
の
請
求

は
お
済
み
で
す
か

昭
和
0
0
年
8
月
1
日
以
降
に
児
童
扶

養
手
当
の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
よ
う

に
な
っ
た
目
か
ら
起
算
し
て
五
年
間
、

手
当
の
請
求
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
正
当
な
理
由
が
な
い
限
り
支
給
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
お
済
み
で

な
い
人
は
早
め
に
請
求
し
て
く
だ
さ

詳
し
く
は
、
福
祉
課
福
祉
係
へ
お
尋

ね
く
だ
さ
い
。

過
ぎ
行
く
夏
の
思
い
出

に
、
星
座
観
察
会
へ
ど

う
ぞ

★
ス
タ
ー
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ
★

逼
賀
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
会
で
は

次
の
と
お
り
星
座
観
察
会
を
開
き
ま
す
。

夏
の
一
夜
、
星
の
世
界
に
入
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

●
と
き
　
8
月
2
6
日
　
（
土
）
午
後
1
時

5
0
分
か
ら

●
と
こ
ろ
　
島
門
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

時
間
ま
で
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
島
田
学
童
保
育
所

で
星
に
つ
い
て
の
話
が
あ
り
ま
す
。

●
指
導
　
北
九
州
市
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

森
山
鉄
之
助
さ
ん

●
参
加
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す
。
小
学
生
以
下
の
人
は
保
護
者

同
伴
で
お
頭
い
し
ま
す
。

●
参
加
費
　
無
料

●
携
行
品
　
筆
記
用
具
、
双
眼
鏡
が
あ

れ
ば
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
遠
賀
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
会
の
田
口
さ
ん
ま
で
。

昼
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4

休
日
・
夜
　
℡
　
（
2
0
2
）
　
8
3
3
3

初
心
者
向
け
硬
式
テ
ニ

ス
教
室
参
加
善
募
集

申
し
込
み
は
8
月
秘
日
ま
で
に

こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
よ
う
と

思
っ
て
い
る
あ
な
た
。
ラ
ケ
ッ
ト
の
握

り
方
か
ら
ゲ
ー
ム
が
楽
し
め
る
ま
で
分

か
り
や
す
く
指
導
し
ま
す
。

●
練
習
日

毎
週
火
・

9
時
ま
で

●
と
こ
ろ

ス

コ

I

L

i

●
コ
ー
チ

義
さ
ん

●
参
加
費

●
申
し
込
み

8
月
2
5
日
　
（
金
）
　
か
ら
の

金
曜
日
　
午
後
1
時
か
ら

（十回）

遠
賀
総
合
運
動
公
園
テ
こ

井
村
栄
記
さ
ん
、
山
田
正

六
千
円
（
初
回
時
に
全
納
）

8
月
2
4
日
ま
で
に
井
村

栄
記
さ
ん
方
に
笹
話
で
ど
う
ぞ
。

℡
　
（
2
9
3
）
　
6
4
2
3

遠
賀
都
市
計
画
下
水
道

と
遠
賀
川
下
流
流
域
下

水
道
の
計
画
案
を
縦
覧

し
て
い
ま
す

福
岡
県
が
事
業
主
体
と
な
り
、
中
間

市
、
鞍
手
町
、
遠
賀
町
、
水
巻
町
を
全

体
区
域
と
す
る
遠
賀
川
下
流
流
域
下
水

道
の
計
画
案
が
で
き
ま
し
た
。

た
だ
い
ま
遠
賀
町
で
は
、
町
と
県
の

計
画
案
に
つ
い
て
の
縦
覧
を
行
っ
て
い

ま
す
。
事
業
地
を
表
示
す
る
図
面
や
計

画
書
（
概
要
）
　
な
ど
が
ご
覧
に
な
れ
ま

す。●
縦
覧
期
間

8
月
3
日
（
木
）
～
8
月
1
6
日
（
水
）

午
前
8
時
5
0
分
～
午
後
5
時

（
土
、
日
は
除
く
）

●
縦
覧
場
所
　
企
画
課
　
企
画
調
整
係

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
　
企
画
調
整

係
ま
で



平成7年7月末日現在（）は前月比

鼻脚（＋17）

鳩，創阻（＋26）

●男…　9，149　●女…10，057

●転入……64　●転出……45

●出生……12　●死亡……　7
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
な
し
（
三
諭
）

地
蔵
庵
の
由
来
（
松
の
本
）

あ
る
月
の
明
る
い
、
秋
の
夜
の
こ
と

で
し
た
。
草
む
ら
か
ら
は
、
虫
の
鳴
く

声
が
聞
こ
え
て
お
り
ま
し
た
。

一
光
と
い
う
京
に
住
ん
で
い
る
老
人

が
長
い
間
、
故
郷
の
松
の
本
を
は
な
れ

て
い
ま
し
た
が
、
焙
る
こ
と
を
思
い
た

っ
た
の
で
旅
の
支
度
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
へ
、
知
り
合
い
の
お
坊
様
が
筑

前
ま
で
帰
る
と
い
っ
て
訪
れ
、
「
あ
な

た
も
九
州
へ
お
帰
り
で
す
か
。
幸
い
に

好
い
道
連
で
す
か
ら
、
一
緒
に
お
願
い

し
ま
す
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

で
「
わ
た
し
も
一
人
旅
の
さ
び
し
さ
か

ら
救
わ
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
頼

み
し
ま
す
。
」
と
一
光
老
人
は
答
え
ま

した。そ
れ
で
二
人
は
、
長
い
長
い
旅
を

い
っ
し
ょ
に
続
け
て
、
や
っ
と
の
思
い

で
故
郷
の
松
の
本
に
帰
り
清
き
ま
し

た
。
「
京
か
ら
の
道
中
は
、
い
ろ
い
ろ

と
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
私

の
家
で
落
ち
着
い
て
、
旅
の
疲
れ
を
い

や
し
て
く
だ
さ
い
子
と
、
一
光
老
人

は
お
坊
様
に
申
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

お
坊
様
は
、
一
光
老
人
の
別
れ
が
た
い

心
は
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
何
か

わ
け
で
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
ど
う
し

て
も
、
そ
の
話
を
聞
き
入
れ
て
は
く
れ

ま
せ
ん
で
し
た
。

お
坊
様
は
、
「
こ
こ
で
お
別
れ
す
る

の
は
、
心
の
こ
り
で
す
が
、
私
の
代
わ

り
に
、
あ
る
仏
様
を
残
し
て
ま
い
り
ま

す
。
」
と
静
か
に
そ
、
つ
言
っ
て
、
立
ち

去
っ
て
い
か
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
ど
こ
に
も
、
仏
様
の
像

は
、
置
か
れ
て
は
、
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
夜
の
こ
と
、
一
光
老
人
は
不
思

議
な
夢
を
見
ま
し
た
。
夢
の
中
に
仏
様

が
現
れ
て
、
「
村
の
中
ほ
ど
の
小
高
い

丘
に
三
本
の
松
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
へ

お
ま
つ
り
し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
お
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
。

一
光
老
人
は
、
何
の
こ
と
な
の
か
、

さ
っ
ぱ
り
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
し
、
お
坊
様
の
言
葉
を
思
い
出
し
、

気
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
夜
が
明
け
る

の
を
待
っ
て
、
三
本
松
の
あ
る
丘
へ

行
っ
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
の
松

の
木
の
根
元
に
、
今
ま
で
見
た
こ
と
も

な
い
よ
う
な
、
き
ら
き
ら
光
る
仏
像
が

あ
り
ま
し
た
。

そ
の
仏
像
の
光
と
、
お
り
か
ら
東
の

方
か
ら
昇
り
は
じ
め
た
朝
日
の
光
と

が
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
そ
れ
は
そ

れ
は
美
し
く
照
り
輝
い
て
お
り
ま
し

た。

一
光
老
人
が
驚
い
た
の
は
、
申
す
ま

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

一
光
老
人
は
た
い
そ
う
感
激
し
て
、

そ
の
場
所
に
お
堂
を
建
て
、
そ
の
仏
様

を
安
置
し
大
切
に
お
ま
つ
り
し
ま
し

た
。
そ
れ
が
、
今
の
延
命
地
蔵
様
だ
っ

た
の
で
す
。

松
の
本
の
お
守
り
と
し
て
、
村
人
の

信
仰
を
集
め
、
遠
く
か
ら
多
く
の
人
び

と
の
お
参
り
が
、
あ
と
を
た
た
な
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
後
、
何
度
か
お
堂
は
、
建
て
替

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
貞
亨
四
年
今
か
ら

三
百
年
位
前
の
こ
と
、
黒
田
の
お
殿
様

が
、
こ
の
あ
た
り
に
鴨
狩
り
に
来
ら
れ

て
、
松
の
本
で
休
憩
さ
れ
ま
し
た
。

ひ
ど
く
荒
れ
果
て
た
お
堂
の
様
子
を

こ
ら
ん
に
な
り
、
立
派
に
改
築
さ
れ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
　
三
十
年
位

前
ま
で
は
、
お
堂
の
前
の
松
の
大
木
は

残
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在
は
枯
れ

て
し
ま
い
、
そ
の
株
跡
だ
け
が
昔
を
留

め
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
地
蔵
庵
の
七

百
年
祭
が
、
地
元
の
人
た
ち
に
よ
っ
て

盛
大
に
催
さ
れ
、
「
松
の
本
」
や
「
地

蔵
下
」
　
の
地
名
は
今
も
大
切
に
受
け
つ

が
れ
て
い
ま
す
。

襲
撃
韓
∴
血

園
田
回
国

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
「
暑

い
で
す
ね
。
」
と
あ
い
さ
つ
す
る
日
々

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
体
に
気
を
つ
け

て
元
気
に
夏
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

さ
て
、
こ
の
暑
い
夏
の
季
節
感
と
い

う
の
は
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
で
感
じ
と

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
す
い

か
や
海
水
浴
、
夕
立
ち
、
セ
ミ
の
鳴
き

声
、
盆
踊
り
、
花
火
な
ど
挙
げ
れ
ば
き

り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
遠
賀
町
の

夏
と
い
え
ば
、
何
と
い
っ
て
も
水
上

カ
ー
ニ
バ
ル
で
す
。
当
日
は
、
と
て
も

暑
か
っ
た
け
ど
、
参
加
チ
ー
ム
の
み
な

さ
ん
は
大
変
盛
り
上
が
っ
て
い
て
、
と

て
も
楽
し
く
取
材
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
「
遠
賀
の
夏
」
を
改

め
て
感
じ
た
一
日
と
な
っ
た
の
ほ
言
う

ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
（
M
）


